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研究主題 「転換 の時代」 にある現 代社会 の課題認織 を深 め、それ らの課

題 を 自らの問題 と して とらえ考察 させ る指導 の工夫

1主 題設 定の理 由 と研 究の経 過及 び今後 の課題

1主 題設定の理 由

ソ連邦崩壊 を契機 に 日本 を含 め世界 は大 きく変 わ りつつ ある。本部会 は、現代社 会の 行方

とその課題 を見誤 らないよ うに、1970年 代後半 か らの諸課題 の累積 とその帰結 と して ソ連邦

崩壊が あ った ことな どにっいて討議 した。現代社会 は、経済 の停滞 や環境 ・資源 ・人口問題、

人権や平和 の問題 な どの課題 をかかえて困難 な状況 にある。また、主体性 の喪失 とい う問題

もあ り、 この意味 で は、現代社 会 は重層的 な危機(ク ライ シス)の 中にあ ると言 え る。 と こ

ろで、 クライ シスに は 「岐路 」 という意味 があ るが、現代社会 は、 こう した重 層的危機 を乗

り越 えて、希望 の もて る方 向 に転換で きるか否かの岐路 に立 ってい るとも言え る。 そ こで、

本 部会 は、激動 の現代 を 「転換 の時代」 とと らえ、希望 の もて る方 向に転 換 させ る主体 と し

ての在 り方生 き方 を問 うことをね らい と して、本主題 を設定 した。

2研 究の経過

本部 会 は、現代 社会の課題 につ いての共通 認識を し、各研究 員が持 ち寄 ったテーマを その

課題 に位置付 けるとと もに、研究主題 にそ った指導 内容 ・指導方 法等 にっ いて研究 した。

前者 にっ いて は、現代社会の課題を 「環境 ・資源 ・人 口問題 」「世界平和 の課題 」「人 権尊

重 の実 現」「政治 ・経済 の在 り方 の転換」「人間性 の危機」 と整理 した後 、 それ に対応 させ る

べ く、各研究員の テーマを 「我が国の政治、経済 と国民生 活」「国際社会 の転換 」「人権 意識

を高 め る」「21世紀 への課題」 の各章 に集約 す るとともに、 課題 の背景 とな る時 代認 識 にっ

いては、「転換 の時代 とその課題」 として第1章 にまとあた。後者 にっ いて は、 指導 内容 を

検討 し、「転換 の時代」 と しての時代認識 を深 あ られ る ことを目指 した。 また、 抽象 的 な事

柄 を具 体的な形 で理解で きるよ うに、資料 の精選や授業 の切 り口、発問等 にっ いて も工 夫 を

した。生徒 の発達 段階や実態を考慮 しなが ら、現代社会 の課題 を 自己の在 り方生 き方 との 関

わ りで と らえ る力が育っ よ う、考 えさせ る問題提起のあ る指導 にっ いて研究 した。

3今 後の課 題

新学 習指導要領で は、社会科が再編成 され、地歴科 と公 民科 が設置 され たが、公民科 の中

で現 代社会、倫理、政経 の各科 目をどの よ うに指導 してい くかが大 きな課題で ある。本 部 会

は、公民科各科 目の内容 を踏 まえて、各研究員の テーマを4っ の章 に配列 し、13の 指導 例 を

示 した。 しか し、各研究員 の研究 を優先 した ため、個々の研究 テーマや指導例 にっ いて、 共

同研究 と しての取組が不足 し、教材開発や指導方法等についての深 ま りが不足 した きらいが

あ る。共同研究 として討議 を重ね、新 たな教材開発 と生徒の実態 にあった指導方法 の研 究 が

課題 で ある。
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皿 「転換 の時代」 とその課題

「転換 の時代」 とは何 か。それ は価値観 が転換す る時代の ことで ある。で は、価 値観 が転

換す る とはど うい うことか。それ は二 っの側面を もつ。一っ は、今 まで人 々が正 しい と思 っ

て生 きて きた世界観 で は、現 実 に起 きて いることが説明で きな くなる とい うことで あ る。 も

う一っ は、今 までの世 界観で は説明で きな くなる ことによ り人 々の間 に価値的混乱が起 こり、

そ の価値的混乱 と社会 的状況の変化が相 ま って 問題 が顕 在化 して くる ことで あ る。即 ち、

「転換 の時代」 とは、人 々の精神状 況の変化 と社会 の状 況の変化 が互 いに作 用 し合 って社 会

全体 の状況 が大 き く変化 して い く時代 の ことであ る。

1980年 代 までの世界 は、 アメ リカを中心 とす る資本主義圏 とソ連 を中心 とす る社 会 主義 圏

とに大 き く別れて対立 していた。その中で、 日本 は30年 以上 にわた って経済成長 を続 けて き

た。人 々 は、大量生産 と大量消費 をす る社会 の中で物質的 に豊 か な生活 を願 い、夜 遅 くまで

働 き続 けて きた。私 たちは、その努力 の結果 と して豊 かな生活をす る ことが可能 にな り、 こ

の豊 か な生活が いっ まで も続 くので はないか と漠然 と考 えなが ら生活 を して きた。

しか し、1980年 代後半～1990年 代 にか けて、世 界 に大 きな変化が起 こ り、現 在 もな お その

変 化が続 いていて私 たちの生活 に影響 を及ぼ して いる。 その大 きな変化 の中心 は、東西 冷 戦

の終了で ある。ベル リンの壁 が壊れ、社 会主 義圏で は、 その体制 の崩壊 と資本主義経済 へ の

動 きが始 ま ってい る。 この変化 は、社 会主義 圏 に住んで いる人 たちが、政 治的 自由を望 む と

同時 に経済的 に も、豊 かな生 活を したいとい う欲求か ら起 きた ものであ り、地球 とい う限 ら

れた資源 の中でよ り多 くの人々が更 なる大量 消費 を目指す地域 が増 えた ことを意味す る。

以上 のよ うな変化 の中で、私 た ちの生活 も大 きな変化の兆 しを見 せ始 あ、様 々な問題 が そ

の姿 を見せ っっ あ る。その一 っ は地球規模での環境破壊で ある。世界 に住 む誰 もが経済 的 に

豊 か な生活 を望 み、その ため、資源を必要以上 に使 って い く中で、環境破 壊 は一層進 む もの

と考 え られ る。また、 ソ連 とい う一っの求心的存在を失 った現在、一時 は東西の融合が始 まっ

たか のよ うに見えたが、一っの国 の中で民族間 の対立が表面化 し、地域紛争が後を断たない。

さ らにまた、旧 ソ連邦下 にあった核物質が流失 しっっ あ り、小規模 な紛争 に も核爆弾 が使 わ

れ る危険性 が増大 しっっ ある。

このよ うな状況 の中で、私 たち日本人 の生活 も変化 を余儀 な くされっっ ある。数年 続 きの

天候異常 、紛争地 域への 自衛隊派遣、外国か らの要望 に応 えての経 済政策の変更 、今 まで に

経験 した ことのな い高齢者人 口の急激 な増加 など、まだ目に見 えた危機的状況 は現 出 して は

いないが、今 までの世界観や価値観 では対応 で きな くな る状況 が 目前 に迫 ってい る。

この よ うな状況の中で、私 たちに求 め られ ることは、私 たち 自身が その在 り方生 き方 を問

い直 す ことであ る。私 たち自身 の在 り方生 き方 を問 い直 してい くことを通 して、私 た ちだ け

で な くこの地球 に生 きて いるすべ ての人 々が 、 これか らも豊 か に生 き続 けて い くことの で き

る道 を模索す ることが大切 である と考 え る。

私 た ちは、「転換 の時代」 にお ける課題を以上の よ うにと らえ る とと もに、 この課 題 に対

して、私 たちが率先 して取 り組 まなければな らない と考 えてい る。
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皿 我が国 の政治 、経済 と国民生活

1選 挙制度 の内容 と課題

(1》 教材 として取 り上 げた理 由 政治改革 の目標 は、国民 の政治 に対 す る信頼 を回復 し、

「転換 の時代」 にある課題 に的確 に対応す ることであ る。 しか し、政 治 改革 は国民 の た め

で はな く、既成勢力 の組 み替 えをめ ぐる政治家 のための改革 だ った とい う批判 があ る。国

民の代表 を選 出す る選挙 も、政治的無関心 や政策上 の争点 ぼか しなどのために投 票率 が低

い。 このよ うな状況 の中で、生徒 に国民一人一人 が主権者 であ ることを 自覚 させ、主 体的

な政治参加 の在 り方 について考 え させ るとともに、政治改革 をその時 の政治情勢 か らだ け

で な く、民主政治 の発展 とい う観点 か ら理 解 させ ることは極 めて大切 な ことであ る。 そ こ

で、政治改革 の一 っであ る選 挙制度 の内容 を理解 させ るとともに、選挙制度 改革 の課 題 に

っ いて考 え させ ることをね らい と して、本 教材 を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 実 際 に選挙 を行 うことによ って、選挙 区制 とその特色 を理 解 させ 、 資

料 か ら民意 を公 正 に反 映す る選挙制度 にっ いて考 えさせ る。

本時 は、「政治改革(何 をど う改革すべ きか)」(本 時)「 議員 定数 不均 衡 問題(一 票 の

格差)」 「政治腐敗(原 因 と防止)」 の4時 間構成の2時 限 目に 当て る。学 習 指導 要 領 で

は、「現代社会」 の 「(3)現代 の政治 ・経済 と人間」の 「ウ 日本国 憲法 と民主 政 治」、「政

治 ・経済 」の 「(2)現代の政治 と民主社会」 の 「イ 日本 国憲法 と民主政 治」で扱 う。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導 ・政 党 づ く り ・意見 の分 かれる事柄か ら3っ の政党 をっ くる。 ・校 則(制 服) 、

入
5

学校行事(HR

分 活動 での調 理 メ

ニ ュ ー な ど)

・棄権の 問題 ・選挙前 に、棄権 は無支持 ではな く、選挙結果 を支

点 持 す ることにな り、無責任 である ことを理解す る。 ・小選挙 区 で は

・小選挙 区制 ・教 室 の縦 一 列 を ひ とつ の選 挙 区(40名1ク ラ ス だ 次点以下の候補

で の選挙 と6、7名 に な る)と して 、実 際 に選 挙 を行 う。 者 への投 票 はす

・選挙結果 一 小選挙区制一 一比例代表制一 べて死 票 になる。

○○○■■▲ ○ 党…6議 席 ○党 …3議 席 ・ド ン ト式 議 席

展
○○○■■▲ 口 党…0議 席 口党 …2議 席 配分の計算方法

教 ○○○■■▲▲ △党…0議 席 △党 …1議 席 を 用 い る。

卓 ○○○■■▲▲ 死票…21票 一死 票 …1票 一 ・ 「区割 り」 は

○○○■■▲▲ 黒は死票 候補者 にとって

○○○○■口■ 死活問題

・資料 「選挙区
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・小選挙 区制 ・小選挙 区制(縦 一列)で はぐ死票(意 見が反 映 さ 制 とその特色」

開 の短所 れない生徒)が 多 くな ることに気付 く。

・比例代 表制 ・死 票を少な くす るためには、各党 の得票数 に応 じ

の長所 て、 クラス全体で班作 りを行 えばよい ことに気付 く

・ゲ リ マ ン ダ ・小選挙区制の例で、△党 が2班 で きるよ うに選 挙

一 区を作 り変え ることか ら自分が有利 なよ うに選挙 区

35 を決 め る ゲ リマ ンダ ー を理 解 す る。

分 ・選挙 区制 と ・小選挙区制、中選挙区制、大 選挙区制、比例 代表

その特色 制 の選 出方法 とその長所 ・短所を理解す る。
・新 聞記事 「試

ま

と

・小選挙区比

例代表並立制

・並立 制での衆議院選挙試算結果 にっ いての資料 を

活用 して民意の公正 な反映 とい う観点 か ら考 え る。

新 聞1994年8

月12日 朝 刊)

め の課題 (50%台 の得票率で70%台 の議席率 に な る ことが あ
・資料 「衆 議 院

10 る) 議員選挙の実績」

分 (自 治省)

(4)評 価 の観点 ① 実際 に選挙をす ることによって、選挙 区制 とその特色 につ いて理 解

で きたか。② 資料の見方や資料の意味を理解 し、小選挙 区比例代表並立制 の課題 につ いて

考 え ることがで きたか。

(5)指 導 上の留意点 ①政党づ くりで は身近で関心の ある事柄 を取 り上 げ、 自 らの問題

として考 えさせ る。②実際 に選挙 を行わせ る ことによ り、授業 に興味 や関心 を もたせ る。

③選 挙区制 による選挙結果 の違 いに対す る興味 だけで終 わ らないよ うに、民意 の公正 な反

映 とい う観点 か ら考 え させ る。④政治 に関 す る事項 の取扱 いについて は、教育基本法 第8

条の規定 に基 づ き、適 切 に行 う。

2バ ブル崩壊 と日本経済の課題

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由1986年 末頃か らの景気拡大 は円高不況 を克服 し、 ハ イ

テ ク製品 を急速 に普及 させた。 しか しプ ラザ合意以降の低金利政策 は、 カネ余 り現象 を も

た ら し、土地 ・株式 の相場 を押 し上 げた。 さ らに この現象 は資産効果 を もた らし、金 持 ち

ムー ドを蔓延 させ た。 しか し、1989年12月 を ピー クに株価 は下 が りは じめ 、他 方 イ ンフ レ

発生 を懸念 した 日本銀 行 は公定歩 合を引 き上 げてい った。 これが過熱 した景気 に急 ブ レー

キを かけ、バ ブルは崩壊 した。一体バ ブル とは何 だ ったのか。経済現象 か らは誰 も第 三者

で はあ りえない。国民の一人一 人が、今改 あて経済 の在 り方 にっいて考 え る必要 があ る。

そ こで、経済 の在 り方 につ いて考え させ ることをね らい として、本教材 を取 り上 げた。

② 本 時のね らい 本時 まで に戦後の 日本経 済の流 れを学 習 し、 このっ なが りの上で、

バ ブル経 済を理 解 させ る。第1時 限 「戦後復興期」、第2時 限 「第一次高 度成長期」、第3

時限 「第 二次高度成長期」、第4時 限 「ドル ショックとオイル シ ョック」、第5時 限 「貿 易
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摩擦 とプ ラザ合意」、第6時 限 「バ ブル経済」(本 時)、 第7時 限 「これか らの 日本 の経済 」

で構成 した。本時 にお いては、バ ブル経済 は国内問題 のよ うに見 えなが ら、実 は国際 問題

に端を発 して いた ことに気付かせ、国内問題 と国際問題 とは不可分 の関係 にあ ることに注

目させ たい。 その上で身近 な例を題材 に しっっ、バ ブル経済 を理解 す る。身近 な例 として、

生徒が1年 次 にまとめ た レポー トの一つ に、本校 付近 の地価 の動 向に関 す るものが ある。

もう一っが 日本経済新聞 に特集 された もので、バ ブルに翻弄 された一人 のサ ラ リーマ ンの

ことが レポー トされて いる。 これ らの資料 を使 いなが ら、資産価格 が上昇 し続 ける ことの

意味 を考え させ るのが、本時のね らい とな る。特 に資産価格 の上昇 は、必 ず しも全体 に恩

恵 が及ぶ もので はないので、そ こか ら経済 の在 り方 を考 えさせ る きっかけに した い。学 習

指導 要領で は 「政治 ・経済」の 「(3)現在 の経済 と国民生活」 の 「ウ 現代経済 と福祉 の 向

上 」で取 り扱 う。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導
地価の動向 ・学校付近 の地価 の動 きか ら、あ る時期 の地価 が ・生 徒 が作 っ た

入 急 上 昇 して い る こ とに気 付 く。 レポ ー トを 利 用

5 (第20回 地域研究報告書 の活用) す る 。

分

バ ブルの意味 ・バ ブルの もとの意味か らバ ブル経済を連想す る ・新聞 の内容 を

展 要 約 させ 、情報

バ プル期 の状況 ・新 聞 の ス ク ラ ップ を利 用 し、 バ ブル期 の 社 会 状 を正 しく理 解 す

況 を理解す る。 る 。

(日 経新聞 平成5年7月13～20日)

・新 聞 資 料 よ り、 マ ン シ ョ ンの相 場 が急 上昇 して ・物価 の動 向 は

いる事実 に注 目 し、資産価 格の上昇 が財 テ クの前 安 定 して い た こ

開 提 に な って いた こ とを理 解 す る。 とに 注 目す る。

バ ブルの原因 ・国際情勢がバ プル発生 の発端 である ことを注 目

す る 。

(プ ラザ合意→ 日本の低金利政策→ バ ブル発生) ・日本の公定 歩

40 バ ブルの崩壊 ・その後の高金利政策 がバ ブル崩壊 にっ なが る こ 合の動向を提示

と を理 解 す る。 す る 。

分
・新聞資料 の財 テク失敗 の事例 によ り、 バ ブル崩

壊を具体的に理解 す る。

ま バ ブルの問題 ・バ ブルの問題点 を考 える。特 に資産効果 に よ る ・生徒 が意 見 を

と 利益の入手 は、資産格差 を拡大 させ、機会均等 に 述 べ る中で考え
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め 反す る可能性 がある ことを理解す る。 る 。

5

分

(4)評 価 の観点 ① バ ブル経済の内容を正 しく把握で きたか。②資料 を正確 に理解 し、

情報 を主体 的に活用す る必要性が理解で きたか。③新聞等 に興味 ・関 心を もて たか。④ 日

常生活 にお ける経済の動 きに関心 を もち、生活 の在 り方 について考 え る ことがで きたか 。

㈲ 指導 上の留意点 ①事実 に忠実 に進 め るよ う心掛 け、事 実 に対す る評価 は生徒 自身

に させ るよ うにす る。② で きる限 り生徒 の経験 に訴 え るよ うに し、抽象的 にな らない よ う

にす る。

⑥ 参考文献 「平成不況 の政 治経済学 」佐 和隆光、中公新書。「複 合不 況 」 宮崎 義一 、 中

公新書

3今 後 の社会 にお ける消費者の在 り方

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 今次の平成不況 と欧米諸国 か らの規 制緩和 な どの圧 力

の高 ま りによ り、わが国の経済構造 は大 きな転換 を迫 られ てい る。それ はこれ までの生 産

者(企 業)優 先 か ら、消費者優先 の真の 自由市場経済への転換 であ る。今後 日本 が消費 者

優先 の真 の 自由市場経 済 に転換す るためには、自由 と公正 な競争 が保 たれ る市場環境 の維

持 と消費者主権 の確立が必要で ある。 この ためには、国民 の一人一人 が、消費者 の商 品 選

択 が社会 に大 きな影響 を もっ とい うことを理解 し、企業 の社会 的貢献 度 など も視野 に入 れ

た社会倫理 的消費者 となる ことが大切 である と考 え る。そ こで、その よ うな消費者 にな る

ことの重要性 にっ いて、生徒 自身 の在 り方生 き方 の問題 として と らえ させ る ことをね らい

として、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 消費者教育 に3時 限 を充 て る。第1時 限 目は、消費者問題 の歴 史 と

現状 を扱 い、第2時 限 目は、契約 の概念や消費者保護基本法 ・PL法 などの消 費者保護 制

度 な どを理 解 させ、賢 い消費者 にな るためには どうすれば良 いかを考 えさせ る。 さ らに本

時 で は、第3時 限 目 として、転換期 にあ る我 が国の経済社 会 にお いて、賢 い消費者 で あ る

ことにとどま らず、主権者 として 自ら行動 す る社 会倫理的 消費者 となる ことの必要性 を理

解 させ る。学習指導要領 では 「政治 ・経済」 の 「(3)現 代 の経済 と国民生活 」の 「ウ 現

代経 済 と福祉の向上」 で扱 う。

(3>展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導

入

5

・内外価 格差

の存在

・外国旅 行の際の、多 くの 日本人の高級品 を買 い

あ さる現象 か ら、内外価格差の存在 に気付 く。

・身近 な具体 例 を

あげて説明 す る。
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分

・内外価 格 差 ・資 料 か ら、政 ・官 ・業 の癒 着 によ る多 くの 規 制 ・資料 を用 いて の

の原因 と、企業の体質が内外価格差 の主な原 因であ る こ 説 明(朝 日新聞

展 とを 知 る。 93.10.27,11.2)

・消費者 の低 ・完全雇用神話の崩壊、高齢化社会の到来 な ど に ・資料① を配付

価格志向 と内 よる消費者の低価格志向と国際社会の変化によ り (エ コ ノ ミ ス ト

外価格差の是 内外価格差を早急に是正する必要があることを理
輪

93.11.30)

正 解す る。また、資料①か ら、すで に一部業者 が輸

開 入品 な どの価格破壊 を行 って いる事実を知 る。

・消費者 主権 ・消費者 の生活 を中心 に価格が決 まる経済構 造 へ

の確立 に よ る の転換 、すなわち消費者主権 の確立 による、 消費

40 経済構造の転 者優先社会 への転換 の重要性 を理解す る。

換

分 ・消費者 に と ・資料②か ら、商 品選択 の際 に企業 の社会的 貢献 ・資料 ② を配付

っての真 の利 度を考慮す ることが、優良企業 を育 て ることにっ (朝 日 ジ ャー ナ ル

益 なが ことを理 解す る。 91.2.20)

ま ・これ か ら の ・消費者優先社会 における消費者 は、社 会の形 成

と 消費者の在 り 者 と しての社会倫理的消費者 とな ることが重要 で

め

5

分

方 ある ことを理解す る。

(4)評 価 の観 点 ① 内外価格差 の原因が 日本 の経 済構造 に起 因 して いる ことにっい て理

解 で きたか。② 消費者 主権 につ いて興 味 ・関心 を もち、その理念 を理解で きたか 。③ 賢 い

消費者 にな ろうとす る意欲 と態度が生 まれ たか。④ 今後の消費者の在 るべ き姿 にっ いて考

え ることがで きたか。

(5)指 導上の留意点 ① 内外価格差の問題 は、で きるだ け身近 な具体例 を上 げて説 明す

る。②社会倫理的消費者 にっいては、 あま り観念的 にな らず、生徒 自身 の在 り方 生 き方 の

問題 として理解 させ るよ うに工夫 する。

4家 族 か ら高 齢化社会 を考 える(1994年 国際家族年)

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由21世 紀 に到来 す る高齢化社会 。 日本 で は、か って どの

国 も経験 した ことのな い速 さで高 齢化社 会を迎 かえっつあ る。 しか し、 この問題 は生 徒 に

とって身近 に感 じに くい問題で あ り、残 念 なが ら生徒 の この間題 への意識 は希簿 であ る。

将来 直接 影響を受 ける世代 と して、 その対応の国民的 コ ンセ ンサ ス形成へ の積極 的参加 が
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必要 であ ると考え る。 そ こで、高齢化社会の諸商題 にっいて認識 を深 め、「心 豊 か な長 寿

社会 」の実現を主体的 に考 えさせ る ことをね らいと して、本教材 を取 り上 げた。

② 本 時のね らい 高齢化社会 を迎かえ るに当たって、 いか に 「心豊 かな長寿 社会」 を

築 くかが国民的課題 にな っている。 この課題 に対 して、社会 を支 える基本 的な単 位で あ る

「家族 」の果 たす役割が重要であ る と言われて いるが、その 「家 族」 が大 き く変 わ ろ うと

して いる。本時 では、国際家族 年のス ローガ ン 「家庭 か らは じま る小 さな デモク ラシー」

とい う観点 に立 ち、高 齢化社会を 「家族 」の在 り方 か らとらえ させ るとともに、 自分 自身

の問題 と して考 え させ る。学習指導要領で は、「政治 ・経済」 の 「(3)現 代 の経 済 と国民

福祉 」の 「ウ 現 代経済 と福祉の方向」で扱 う。 なお、本 時 は 「社会保障 と国民福祉 」 の

中で取 り上 げる。第1時 限 「社会保障制度の発達」、第2時 限 「日本 の社 会保障制度」、第

3時 限 「高齢化社会 の諸問題」、第4・5時 限 「高齢化社会 への対応」(本 時)

③ 展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導 ・高齢 化社会 への ・高齢化社会へ の意識調査 を行 う。 ・1994
.11/13の 朝 日

入 意識調査 新聞記事に基づいて

5 ア ンケ ー ト調 査 用 紙

分 を作成 す る。

・高齢化社会 の将 ・映 画 「男 はつ らい よ」 の寅 さ ん一 家 の 老 ・馴染 みの深 い題 材

来を試算 後を例 と して、老 いや家族 の在 り方 を考 え を通 して 、 福 祉 ・家

展
た シンポジウム 「映画の中に福祉が見える」 族 の在 り方 に対 す る

の資料を通 して、高齢化社 会の将来象 を考 問題提 起 をす る。

察 す る。

・家族 の在 り方 を ・家族 の本来的機能 と して、一人一 人 の福 ・資料 によ り家 族 の

考 え る 祉に不可欠な情緒的 ・財政的および物質的 現状か ら家族の本来

援助 がある ことを理解す る。 的機能の低下を確認

させ る。

・人 生設計表 の作 ・人生設計表 か ら高齢化社会の当事者 で あ ・表 は ビ ジ ュ ア ル な

開
成 る ことを認識 し、家族の在 り方を通 して高 形式 を工夫 す る。

・高 齢化社会 へ の 齢化社会へ の対 応 を考 察 す る。(家 族 の福
・将来、家族 に介 護

対応を家族の在 り 祉 を公助中心 に求 めるのか、 自助中心 に考 が必 要 にな った時 に、
75

方 を通 して考 える え るの か。) また活力 あ る社 会 を
分

維持す るに はど うす

るか等の発問をす る。
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・家族復権 の視 点 ・活力あ る高齢化社会 の実現 には、政 府 の ・家族 の機能を支 援

ま 役割 と家族 が貴任 を もっ ことの大切 さを確 す る ことが重要 に な

と 認 し、 自助 の単位 であ る家族 を強化す る社 る こ とに注 目 させ る。

め 会保障制度 への転換 が必要 である ことを理

20 ・意識調査 解 す る。

分 ・最初 の意識調査 を もう一度行 う。 ・生徒 に意識 の変 化

を確認 させ る。

(4)評 価 の観点 ①高齢化社会の課題 を 自 らの問題 として とらえ ることがで きたか。

②高齢 化社会への対 応で は家族 の在 り方 が重要 な位置 を占めてい ることが理解で きたか。

(5)指 導 上の留意 点 ①高齢 化社会の問題 を家族 の在 り方 との関連 で考 え させ、視 点 を

絞 るよ うにす る。② 家族の支援 は機能の代替物 を提供す るので はな く、その機能 の履 行 の

ため家族 を支援 す るもので あることに留意 させ る。③本展開例 は、高齢化 社会 に対す る対

応 の1プ ログラムであ る ことを確 認す る。(他 の観点か らの考察 もある ことに留意 させ る)

⑥ 参考 資料 福 祉文化 ・公開 シ ンポ ジウム資料 「映画 の中に福祉 が見 え る」都社 会福

祉総合 セ ンター ・福祉 文化学会。「1994年国際家族年 」国際連合広報 セ ンター。「生 活大 国

へ」岡沢 憲芙 。「葛飾区地域福祉計画」葛飾区。「週刊東洋経済」'94 .5/21号 。

IV国 際社会 の転換

1相 互理 解

(1)教 材 として取 り上 げ た理由 昭和55年(1980)に 日本 を訪 れた外 国人 は約130万 人 で

あ ったが、10年 後 の平 成2年(1990)に は約350万 人 に達 し、 日本人 が外 国人 と接す る機会

が増 えて きてい る。その ような中にあ ってお互 いの考 え方や習慣 の違 いによ って、不必 要

な摩擦 が生 じることも しば しば起 きて きてい る。次代 を担 う青年 は、世界 の人々の考 え方

や習慣 ・文化等 のそれぞれの違 いを認 あ合 って互 いに共存 してい くことが必要 で ある。 そ

こで、考 え方 や行動 の違 いは優劣 の違 いではない ことを理解 させ ることをね らい と して、

本教材 を取 り上 げた。

② 本時 のね らい 日本人 と外 国人 との間 に考 え方や行動 の仕方 に相違 があ ることを理

解 し、 その違 いは歴史 と文化 の違 いであ って優劣 の違 いで はない ことを理解 させ ると と も

に、相互理解 を深 め ることが世界平 和 にっ なが る ことを理 解 させ る。 学習 指導 要 領 で は

「倫理 」の 「(3)国 際化 と日本人 と しての 自覚」の 「ウ 世 界の 中の 日本人 」 で扱 う。2

時限扱 い と し、1時 限 目 「国際化 の時代」、2時 限 目 「相互 理解 」(本 時)と す る。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導 相互理解と ・同 じ一っの行為が、 日本人 と外国人 との間で解釈 が異 映 画 「ク レイ
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は何か な って い る現 実 が あ る こ とを知 らせ る。 マ ー ・ ク レ イ

入 〈問い〉 マ ー 」 を 例 に

夫 は妻子 のために一生懸命働 いて きた。忙 しいので家 に 取 り上 げ る。

8 帰 るのが遅 くな ることが毎 日続 いた。その ことを不満 を

分 もった妻 は離婚訴訟 を起 こ した。 日本 とアメ リカとで は

それぞれ どのよ うな裁判結果 が出 るであろ うか。

日本人 とア 裁判 の結果 に対 す る自分の意 見を ノー トに書 く。 代表的な意見

メ リカ 人 の 例 「日本で は妻 が負 け、 アメ リカで は美が負 ける」 を板書させ る。

考え方の違 「日本 で もア メ リカで も、妻 が 負 け る」

展 い 。 ・資料 に よ って ア メ リカ、 及 び ヨー ロ ッパ で は1週 間 の 「不思議 の国

うち、家族 とと もに食事 をとるのが 日曜 日だけであ る と 日本」

立証 されれば、夫 は必 ず敗訴す る ことに気付 く。 ポ ー ル ・ ボ ネ

・日本 で は、 この よ うな理 由だ けで は妻 の主張 は認 め ら 著(講 談社 、

一 れ な い こ と に気 付 く。 1983年)

開 ・同 じ事柄が何故 日本 と外国の間で解釈が異 な るのか を 違 いが 明確 に

考 え る。 で る もの で あ

・他 に も例 を あ げて 考 え る。 れ ば、例 は何

35 例 キス 日本 嫌 らしい で も良 い 。

西洋 挨拶

分 考え方の違 ・解釈の違 いは歴史や文化 の違 いで あ って優劣 の違 いで 時間の許す範

いの相対性 はないことを理解す る(解 釈の違 いは認 め合 うことであ 囲で具体的 な

り、 切 り捨 て 合 うこ と で は な い)。 例をあげて説

明 す る。

ま 私の生 き方 ・考 え方 の違 う者 同志 がぶつ か り合 う現 代社 会 の 中 で ど

と を考 え る。 う生 きて行 くことがで きるのか、 自分 の考 え方 を ま とめ

め

7

分

る 。

(4)評 価 の観点 ①他者 と自分 との間にあ る考 え方や行動の仕方 の違 い は絶対 的 な もの

で はな く、相対的 な ものであ ることに気付 いたか。② 自分 と考え方 の違 うものを認 め る と

と もに、 自分 の考 えを深 め ることがで きたか。

(5)指 導上の留意点 ここの展開例 に見 られ るよ うな状 況で女性が裁判 に負 ける ことが

予想 され るとい うこと自体 は、男女平等 という点 か ら考 えて これか らも論議 されね ば な ら

い ことであ るが、現実 としては ここで述 べ られてい るような結論が出 る と予想 され る点 を

生徒 に意識 させ なが ら指導す る。
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2EC統 合 とEUか ら学 ぷもの

(1)教 材 として取 り上 げた理 由 今 、 ヨー ロッパ はEC統 合 とEUに よ り大 き く変 わ ろ

うと してい る。かつて 日本 はヨーロッパ か ら多 くの ものを学 んで近代化 を成 し遂 げて きた

が、経済大国 としての国際的役割 や戦争責 任の問題 な ど多 くの難問 を抱 えてい る現在 の 日

本 も、西 ヨー ロ ッパの平和 に貢献 してい るEC統 合 とEUか ら学 ぶべ きものが多 々あ る と

考 え る。そ こで、国際社会 にお ける日本 の課題 と将来像 を国 際的な視 野か ら考え させ る こ

とをね らい と して、本教材を取 り上 げた。

② 本 時のね らい 「ヨーロ ッパの政治 変化」の学習 内容 を、第1、2時 限 は独仏 の戦

争 を取 り上 げた ビデオを見 る、第3時 限 は東西 ドイ ツの統一 、第4時 限 はEC統 合 とEU,

第5時 限 はEC統 合 とEUか ら学ぶ もの(本 時)、 の5時 間 で構 成す る。本 時 で は、EC

の目的が ヨーロ ッパの平和 と繁栄 を築 くことにあることか ら統合 と平和 にっ いての理 解 を

深 め、 ア ジアの平和 と繁栄 のために果 たすべ き日本の役割 につ いて考え させ たい。学 習 指

導 要領で は、「政 治 ・経 済」の 「(1)現 代世 界 と日本」 の 「ア 国際 社 会 の変容 と 日本 」

で扱 う。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備考

導 ECと ヨ ー ロ ッ ・ECの 出 発 点 で あ るECSCは ドイ ツ と フ ラ ンス の対 立

入 パの平和 につ い を解消す るこ とが 目的で あったこと、東西 ドイツ統一 の背

5 て 景 にはEC統 合 による経済的繁栄があ った こと、ECは 西

分 ヨー ロ ッパ の平 和 に貢 献 して い る こ と な どを 理 解 す る 。

歴史を振 り返 っ ・日本で は台湾 ・韓国 ・満洲国の統合 、大東亜共栄圏 とい

て 、 ど の よ う な う名 の統合 、外国 では大英帝国を は じあ とす る欧州帝 国主

統合が あ ったか 義諸国 の植民地統合等 に気付 く。 そ して、 これ らの統 一 が
展

戦争 の原因 とな ってい った ことを理解 す る。そ こで、統 合

に は、経済 や科学技術 の分野 において人類 の幸福 と発展 や

平和 に寄与 す るもの と、強国 が弱国 に対 して著 しい抑圧 を

加 えてい くもの とがあ ることを理解す る。
開

EC統 合 はど う ・西 ヨーロ ッパの平和 を実現 し、多民族共存 や文化 的多 様

評価 で きるか 性を受 け入れ るべ く努 力 してい る点 は、戦争責 任や外国 人

問題を抱え る日本 も大 いに学ぶ ものがあ ることを理 解 す る

と ともに、国家の主権や歴史 ・伝統 を重視す る立場 か らの
35

反対論 の根強 い ことに も気付 く。
分

アジア共同体 は ・ECに はキ リス ト教 と い う共通 項 が あ るが 、 ア ジア に は 新聞記

可 能だ ろ うか 宗教的 に もイデオ ロギー的 に も共通項 はな く、経済的 に も 事参照

現時点で は共同体 をっ くるには格差が大 きす ぎる。
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・EAEC 、APECに も触 れ なが ら、科 学 技 術 の分 野 で

の可能性 を考 えてみ る。

ま ア ジアの平 和 と ・21世紀 はア ジアの時代だ と言 われてい るが、経済大 国 と 作文の

と 日本 の役割 しての 日本 はア ジアの平和 と繁栄 のため に何をなすべ きか 課題を

め にっ いて 考 え る。 出 す 。

10

分

(4)評 価 の観点 ①ECの 目的 と現状を理解で きたか。② 国際的な視 野か ら日本 の課題

と将来 像 にっ いて考 える ことがで きたか。

⑤ 指導 上の留意点 ①生徒が イメー ジを もちやす い ビデオを見せて関心 を高 め る。 ②

生徒 全員が 自分の問題 として考 え られるよ うに課題を出す。③森嶋通夫 「ア ジア共 同体 の

勧 め」の新聞記事(朝 日:1994年10月9日 付)を 事前 に配付 して 目を通 させ てお く。

⑥ 参 考文献 横 山三 四郎 「超国家EC」(講 談社現代親書)、 鴨武彦 「ヨー ロッパ統合」

(NHKブ ックス)、 電通研究 「EC統 合 とニュー ヨーロ ッパ」(岩 波書店)等

3石 油 か ら国際関係 を考える

(1)教 材 として取 り上 げ た理由2度 にわた るオイル シ ョックは、我 々 に石油 資源 の重

要性 をいやが上 に も認識 させ た。 その後石油価格 は下 が った ものの、 イ ラクによ るクウ ェ

ー ト侵略 は中東情勢 の不安定性を改 めて認識 させて くれた。我 々の生活 は石油 の上 に成 り

立 ってお り、石油資源 の偏在 とい う事実 は動かす ことがで きない。 そ こで、我 々の 日常 生

活 を地球 的規模で考え る必要性 を理解 させ る ことをね らいと して、本教材 を取 り上 げた。

② 本時 のね らい 本時 では我 々の生活 は石油 の上 に成 り立 って いる ことに気 付か せ た

い。 また、石油資源の集 中す る湾岸4力 国(サ ウジア ラビア、 クウェー ト、イ ラ ン、 イ ラ

ク)に っ いて理解 させ るとともに、 これ らの国 の微妙 な関係 に注 目させ 、石 油の安定 供給

にっ いて考 えさせ たい。(中 東産油国の取 り上 げ方 は半 ば恣意 的 で は あ るが 、 イ ラ クの ク

ウェー ト侵略 を軸 に考 え させたいので近隣4力 国 のみを便宜的 に取 り上 げ ることに した。)

1時 限 目 石油 と国際関係(本 時)

2時 限 目 イ ラクの侵略行為 と国際社会

3時 限 目 国際秩序 と日本 の役割

政 治 ・経済 の導入部分 と して、石油問題 を取 り上 げ、3時 間構成 とす る。学習指導 要領

で は、政治 ・経済 の 「(1)現 代 の世界 と日本」 の 「イ 国際社 会の動 向 と課 題」 で扱 う。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考
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導 石油の二価性 ・石 油 は エ ネル ギ ー に も原 材 料 に も使 え る、 用 途 ・身 の 回 り の 石

入 の広 い資源であ ることを理解す る。 油製品か ら考 え

5 る 。

分

日本の石油 自給 ・日本 国勢 図会 の資料 よ り、 日本 の石油消費量 と

率 石油 産出量 の比較 を計算す る。

※1992年 の数 字 で0.44%と い う数 値 が 得 られ る 。

石油の偏在 ・世 界 国勢 図会 の資 料 よ り、 サ ウ ジア ラ ビア、 ク ・石油 は極 め て

展 ウ ェー ト、 イ ラ ン、 イ ラ クの石 油 確 認 埋 蔵 量 の シ 限 られた場所 に

エ アを計 算 す る。 さ らに 、 これ ら4力 国 の国 土 面 集中 して存在す

積 の シ ェ ア も計 算 す る。 ることに注 目す

※1992年 の数 字 で54.63%、 これ に対 し面 積 は3.12 る 。

%と い う数値 が得 られ る。 ・面 積 ・人 口 だ

湾岸4力 国 にっ ・サ ウ ジ ア ラ ビア 、 ク ウ ェー トは経 済 的 に は 豊 か けで は な く、 文

開 い て であ り日本 とも関係 が深 く、政治的 には特徴 の あ 化な どに も注 目

る国であ ることを理 解す る。 す る 。

・イ ラ ンは ア ラ ブ人 の 国 で はない ことに注 目す る。 ・細 か くな り す

40 ・イ ラクの バ ー ス党 にっ いて理 解 す る。 ぎないよ うに配

湾岸4力 国 の相 ① ス ンニ派 と シー ア派(そ の例 と して イ ラ ン ・イ 慮 す る。

分 違点(対 立点) ラク戦争)

② 石 油 の 取 り合 い(イ ラ ク は ク ウ ェ ー ト占領 を ど ・資料集 や地 図

う正当化 したか) 帳を活用す る。

③ ア ラブの 覇 権 争 い(サ ダ ム ・フセ イ ンの意 図)

以上の点か ら産油国間の微妙 な関係 を考 え る。

ま 産油国間の微妙 ・これ ら4力 国 は イ ス ラ ム教 の国 で はあ るが 、 決 ・改 めて石 油 と

と な関係 して一枚岩で はないことを理解 す る。 我々の生活 を考

め

5

分

え る 。

(4)評 価 の観点 ① 身近 な問題 も地球的規模 で関係 してい ることを理解 で きたか。

② 資料 を読 み とることがで きたか。③石油 問題 に関心 を もてたか。

(5)指 導上 の留意 点 ①異文化の紹介 は価値判断 を伴 ないがちであ るので単純 に割 り切

らな いよ うにす る。② 内容の焦点がぼ けない ようにす る。

⑥ 参考 文献 「石油を支配す る者」瀬木歌 太郎 、岩波新書 、「中東パ ースペ クテ ィブ」

板垣 雄三(編)、 第三書館 、「世界地理の雑 学事典 」辻原康夫 、 日本実業 出版社。
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V人 権 意識 を高め る

1「 表現 の 自由」を考 える

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 基本的人権 に関す る学習 は、 日本国 憲法 の関連条 文 の

学習 のみで済 まされ、生徒 の実際 の生活 において は具体性 に乏 しい もの にな りがちである。

そ こで、実際 にある学校 の文化祭 で起 きた一っ の 「事件」 を手掛 か りに、先 ず身近 な 「表

現 の 自由」 につ いて考 え させたい。さ らに、 自らの権利 の行使 の際 に、同時 に考 え なけれ

ばな らない ことにっ いての認識 を深 め させ ることをね らい と して、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本時で は、学 校生 活 にお ける具体的な事例 を取 り上 げ、 日本 国 憲法

第12条 、13条 、21条 を基 に して、表現の 自由 にっ いて考 え させ たい。学習指 導要 領 で は、

「政治 ・経済」 の 「② 現代 の政治 と民主社会」「イ 日本 国憲法 と民主政治」 の中 で、扱

う。本時 は、「基本的人権 と公共 の福祉 との関係」 の学習 の後 に位 置 付 け、1時 間 扱 い と

す る。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

「表現 の自由」 ・あ る高 校 の文 化 祭 で 、 ク ラ スで カ レー屋 を 出 店 しよ ・生 徒 の 意

導
を め ぐる事 件 に う と した 時 に、店 の ス タ ッフが 排泄 物 のイ ラス トの 入 っ 見 も聞 く。

つ いて た オ リジ ナルTシ ャ ツを着 よ うと した ケ ー ス につ い て
入

考 え る。(注)
15

・ 「着用 自由」か 「着用制限」の どち らを支持す るか

分
を まず意 見表明をす る。

「日本国 憲法 」 ・資料で 日本 国憲法第21条 を読 み 、「表現 の 自由」 の ・資 料

展 第12条 、 第13条 保障 にっ いて認識す る。 日本国憲法

第21条 ・資 料 で 日本 国 憲 法 第12条 、13条 を 読 み 、 「自 由 ・権 第12条 、13

開 利の濫用 の禁止 と利用責任」及 び 「公共 の福祉」 の意 条 、21条 の

味を理解す る。 各条文

25 ・ 「表現 の自由」 は、他人 の権利 との関係 を調整 す る

分 ため に、必要最小限度 の制約を受 ける ことが あ る こと

を理解す る。

ま 真 の 「権利 」 ・個人の権利の行使が、他人の権利 ・自由 と衝突 す る ・具体 例 を

と 「自 由 」 と は 場合 に、何が優先 されね ばな らないか を考 える。 提示す る

め ・また 「公共の福祉」 の名 の もとに権力 の側 か ら恣意

10 的 に基本的人権を制限 されて はな らない ことを確 認 す

分 る 。
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(注)こ のTシ ャッを着 ようと した生徒 たち と担任 との話 し合 いが何度 ももたれたが、 自

分 たちがデザイ ン したTシ ャツに固執 し、「来 るお客 さん の こ と も考 えて着 ない よ

うに」 とい う担任 の説得(命 令 ・強制 ではない)に 最後 まで応 じない生徒 もいた。

(4)評 価 の観点 ① 「表現の 自由」に関す る論点 を理解 す ることがで きたか。②基本 的

人権 と公共 の福祉 の関係を理解で きたか。③基本 的人権 が決 して無制限 で はあ りえず、 他

人 の人権 との調整 か ら制限を受 けることもあ ることが理解 で きたか。

(5)指 導 上の留意点 ① 「事件」 は レア ・ケ ース としてで はな く、 ご く普通 に起 こ り得

る事 例 と して扱 う。②生徒個人の 「権利意 識 」 のみ の強 化 をね らい と しな い。③ 同 様 に

「公共 の福祉 」の原理 が万能 ではない ことも認識 させ たい。

2死 刑制度 を考え る

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 米 ソ冷戦構造が終結 し、我 々は政治面 のみな らず社 会

生 活の諸問題 において も多様 な価値観 に触れ る時代 となった。様 々な国際社会 の流 れ や動

向か ら自国 の政治経済 の構造や社会 の制度 ・仕組 み等 にっ いて見直 し、 自 らの価値観 の形

成 に役立て る ことは大切 な ことで ある。司法制度 を憲法の人権規定 との関連 で理解 させ る

とと もに、 その観点 か ら死刑制度 を考 えさせ、賛否 の大 き く分 れる この間題 を 自分の問 題

と して受 け止 め考 えさせ ることをね らいと して、本教材を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本 時は、デ ィベー トによって死刑制度 の賛否 の主張 を整理 し、争 点

を明確 にす ることで死刑制度 につ いての理解 を深 めさせ た い。4時 間構 成 で、 テ ーマ は

「人身 の 自由」 と し、特 に法定手 続の保障にっいて内容 を重 視す る。

1時 限

2時 限

3時 限

4時 限

学習指導要項 では、「政治 ・経済」 の 「(2)「 イ

法 と民主政治 」で扱 う。

(3)展 開例 「死刑 制度 は存続 す るべ きであ る」をテーマ とす るデ ィベ ー ト

「人身 の 自由についての憲法 の人権規定」

「法定手続 の保障 と代用監獄制度 にっ いて」

「死刑制 度にっいて考 え る」(本 時)

「再審制 度、冤罪 と国内外 の世論」

日本国憲

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導

入

10

分

・デ ィベ ー ト

の方 法 に つ い

て

・デ ィベー トの進 め方 、判定法 につ いて知 る。

・死刑制度 につ いてあ らか じめ出されて いる課 題 か

ら賛 否の争点 を各 自整理 してお く。

・新 聞記事 の

プ リン ト課題

(毎 日新聞19

94年6月21日)
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・ デ ィ ベ ー ト ・4人1組 で 、 存続 派 ・廃止 派2組 を作 って お く。
・そ の 他 の 生

展 の実際 主張の展開 にっ いて事前準備、学習 を しっか り して 徒は判定用紙

お く。(予 想 され る質問 に対す る答や配付 プ リン ト、 の諸項目を記

パ ネルなどの準備を必要 に応 じて行 う。) 入 しなが ら参

・存続派、廃止派の立論 加 す る。

・質 問 ・事前準 備 を

開 ・主張 の展開 大 切 に し、 そ

A国 際世論の動向B国 内の世論調査 の場の雰囲気

30 C被 害者側の感情D犯 罪抑上力の有無 や感情での発

分 E誤 審の危険 言 は しない よ

・作 戦 タイ ム ・反 論 ・ま とめ うに す る。

ま ・判 定 ・判 定 ・結 果 の み で

と ・参考文 献 の ・結 果発表 ・死刑制 度の他に賛否 の大 き く分 かれ る 終わ らない よ

め 紹介など 問題 を上 げ自 らの関わ り方 を考 え る。(挙 手 ・指名 う工 夫 す る 。

10 形式 で進 め る。)

1
分

(4)評 価の観点 ① デ ィベー トにつ いて理解 し、自分の役割 を自覚 し積極的 に参加 す る

ことがで きたか。②死刑制度 の賛否 の主張 の骨子 と争点 にっ いて理解 、整理 で きたか 。

③ 自分 の考 え、立場 を もっ ことがで きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①事前 の準備 、指導 、学 習を しっか り行 うことで感情、雰 囲気 に

流 され ない活動 とす る。② ディベ ー トの展 開中の事実 の間違 い につ いて は必ず訂正 す る。

③ こ うした活動 を通 じて 自 らの価 値観 を形成 す る姿勢 にっいて考 え る。(正 しい情報 に触

れ る大切 さや感情 に流 され ないことな どの重要性 を指摘 す る。賛否の大 き く分 かれ る社 会

問題 の存在 にっいて認識を深め る。)④ 参考文献 を紹介す る。 次 の授業 で再審 問 題 や国 内

外の運動 な どを紹介 し学習を深め る。⑤ デ ィベー トにっいての感想を提 出す るな ど して テ

ーマ学習 のま とめ と して位置付 ける。

(6)参 考文献 「無 知の涙」永山則夫、河出書 房。「日本 の死 刑 廃止 と被 拘 禁者 の 人権 保

障」 アム ネスティ ・イ ンターナ ショナル調 査団体報告書 、 日本評論社。

3外 国人 労働者 一どう見 るか 一

(1)教 材 として取 り上 げ た理由 かっての植 民地 であ った朝鮮半 島に住む人 々や在 日韓

国 ・朝鮮人 への偏見 や差別意識 に加え、 アジア各地 か ら日本 に来て いる外国人労働者 へ の

偏見 ・差 別問題 が起 こって いる。そ こで、外国人労働者問題 にっ いての認識 を深 め させ る

とと もに、人権尊重 の精神を養 い、国際化 時代 にお ける日本 の在 り方 にっ いて考 え させ る

ことをね らい と して、本教材を取 り上 げた。
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② 本 時 のね らい 外国人労働者 の受入 れ側の事情、外国人労働者側の事情 、 どち らを

見て も問題 の解決 は容易 ではない。 その困難 さを通 して、国際化時代 にお ける 日本 の在 り

方 にっ いて考 えさせ る とともに、人権尊重 の精神 を養 いたい。本時 は9時 間構成 の ま とめ

と して、第9時 限 目に行 う。学習指導要領 では、現代社会の 「(5)国 際社会 と人類 の課題」

の 「ウ 人類 の課題」 の人類 ・民族問題 で扱 う。

・第1時 限

・第2時 限

・第3時 限

・第4時 限

・第5時 限

・第6時 限

・第7時 限

・第8時 限

・第9時 限

(3)展 開 例

課題 として出 してあ った 「身近 な外国人 にイ ンタ ビュー」(英 語 科 に課 題

を出 して もらう)の 報告会

報告 の中の意識 を分類 一で きれば生徒 に分析 させ る。①外国人 への親 近 感

を示す もの ②外国人 への差別感、排除感を示す もの。③上記 の①② の それ

ぞれが国籍 や民族 によ って差 があるか。④上記③ の差が生 じる原因 を考 え さ

せ る。

日本 の中の外国人差別 の例(パ チ ンコ店入店拒否事件、風 呂屋入場 拒否 事

件 など)=紹 介 のみ。

日本 の発展 に貢献 した外国人

日本 か らの移民 ① アメ リカ合衆国へ の移民 一戦時 中の扱 い とその保 障

② ブラジルな どへの南米へ の移民 ③か らゆきさん ④満蒙開拓 団 とその運

命(中 国 帰国生徒 の今 とかかわ らせ て)

外国人労働者 はなぜ 日本 に くるか一 発展途上国 の現状 一

外国人労働者の現状

欧米 の外国人労働者

デ ィベ ー ト 「日本 は外国人労働者 を受 け入 れ るべ きで はない」(本 時)

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導 本 時 の テ ー マ にっ ・賛否 の争点 を全員が整理 してお く。 ・前 時に指 示 す

入
5

いて ・チ ー ム編 制 の準 備 を して お く。 る 。

分 ・デ ィベ ー トの や り方 を復 習 す る(学 習 済 み)

○立論(例) ・外 国人労 働 者

展
賛成派:本 国 で働 けるよ うにすればよい。 その たあには外 国人 の現状を示 す模

労働者受 け入 れよ り、援助 の方が大事で ある。 造紙を用意 した。
開

反対派:大 企業 はいいだろ うが、中小企業 が人手不足で困 って

い る。3K仕 事 を や って くれ る人 が必 要 で あ る 。
35

○質問(略)

○作戦 タイム後 に互 いに反論す る。(略)
分

○作戦 タイム後 にそれぞれま とめをす る。(略)
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ま

と

め

10

分

○判 定 今後 の課題 をディベー トの展開過程 か ら指摘す る。

09時 間の まとめ として、外国人労働者 の存在 とその人権 を認 め る

こと、偏見や差別意識 を解消 しなければならないこと、世界 中の人 々

が共存 して いか なければな らない ことな どを指摘 す る。

(4)評 価 の観点

① デイベ ーターにつ いて 準備 、論理、相手 への対応 は どうであ ったか。

(2)聴衆兼審判 にっ いて 聞 く態度 は どうであ っか、論点 の理 解がで きたか、公平 な審

判 を したか。

(5)指 導上の留意点 ディベー トの過程 の論点 を踏 まえて、各 自の意見 を文章 にま とめ

させ る。

(6)参 考文献 「悲 しいパ スポー ト」梓 澤和幸 、同時代社。 「外国 人労 働 者 問題 を ど う

教 え るか」藤原孝章 、明石書店。

VI21世 紀 へ の課 題

1地 球温 暖化 と私たちの生 き方

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 国境を越え る汚染 など地球規模 の環境破壊 が進 み、 各

国 内の公害 問題が地球 環境問題 と して国際政治 の問題 にな っている。地球 温暖化 は、全 地

球 レベルで重大 な影響 を及 ぼす点で核の脅威 に似て お り、人類史的課題 で ある反面 、地 球

版 コモ ンズの悲劇 とい う面 を もって いるこ とと、 当面 の脅威 ではない ため に人類 こぞ って

の取 り組 みを、今直 ちに始 め るとい うことにはな りに くい問題 で もあ る。 しか し、 この問

題 の解 決 には相当の時間 と価値観 の転換 が必要 である と考 え る。そ こで、 この問題 の理 解

及 び人間 と しての在 り方生 き方 を考 えさせ ることをね らい と して、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい6時 間構成 の5時 間 目で扱 い。第1時 限 「自然界 の 秩序 と調和 」、

第2時 限 「日本 の公害」、第3時 限 「国境を越え る汚染」、第4時 限 「広 がる地球環境破壊」

第5時 限 「地球温暖化 と私 たちの生 き方」(本 時)、 第6時 限 「地球 環境問題へ の取 組」 と

す る。本時で は①地球温暖化 こそ国際政治 の最重要課題 の一 っであ る ことを理解 させ る。

② これ までの社会 の在 り方 、私 たちの生 き方 では温暖化 の食 い止 めえ ない ことを理 解 させ

る。③ 地球温暖化 を通 して問 いかけ られてい るものを、 自分 の問題 と して考 させ る。 学習

指導 要領で は、「現代社会 」の 「②環境 と人間生活」の 「ア 環境 と人 間」で扱 う。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導
地球温暖化 が こ

のままで進 む と

・地 球温暖化の予 測(IPCC作 成の もの)か ら21世紀

の地球 平均気温を読み取 る。

資料 「海 面 上

昇 によるバ ン
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入 地球環境はどう ・年平均気温二度上昇 の影響 を具体的 に考え させ る グ ラデ ィ ッシ

変 わ るか 。 ①東京都 と鹿児島県を対比 させて二度 の違 いをイメー ユ水没地 域」

10 ジ化 させる。②資料 か ら影響 を読 み取 る。(植 生 の 「低地対策河

分 変化 、農業 ・食料生産 への影響、伝染病 の蔓延、 海 川事業計画図

面上昇)③ 東京 の0メ ー トル地帯 か ら影響 を考 える。 (都 作成)

地球温暖化 とは ・温室 と対 比 させて大気 中における二酸化炭素 ガス 資料 「地球温

何 か(仕 組 み、 の影響 について考 え る。 暖化の しくみ」

展 予測 、原因 、対 ・二酸化 炭素 ガス濃度 の増加 とその原因 を考 える。 「二酸化炭素

策) ・地球 温暖化 を抑 え るための二酸化炭素 ガスの排 出 濃度の変化」

配分例を手掛か りに、地球大気 とい う共有 資源(コ 他

モ ンズ)を 守 るに は、劇 的な削減計画 を今 、直 ちに

始 めなければ な らないことを確認 す る。

・ 「地球 にや さ しくなんかで きない」を読 み、以下

開 環境問題に消極 の三 点 に ア ンダ ー ライ ンを 引 く。 資料 「地 球 に

的な考え方を検 ①中国の人 に車 を持っん じゃない と言え た義理 じ や さ し く な ん

討 す る。 やない。②(日 本人の多 くは)お れ は車 には乗 ら か で きない」

30 ない とい う行動 は とれ ない。③(二 、三百年 で地 (新 潮45,1992

分 球 が終 わ って も)お い らは、 と っ くに死 ん で じゃ 年6月 号)

って い る ん だか ら、 知 っ た ことか って 言 うん だ よ

・ビー トた け しの発 想 の ど こが 問 題 か 考 え させ る。

ま 地球温暖化で問 温暖化 を食 い止 め るためには次 の二っ が問題で あ る 「コモ ンズ」

た われて い るの は ことを説明 す る。①地球版 コモ ンズの悲劇 をど う説 の場 合 、 そ の

め 何 か 。 くか。②将来 の世代 に対 す る責任 をど う考 え るか。 利 用者 たち の

この問題達成 のためには 「たけ し的発想」 を転 換 さ 勝手 な私益追

10 せ る必要 があ り、その一例 と して環境責任論 とい う 求が悲劇的事

分 考 え方 があ ることを紹介 す る。 態 に行 きっ く。

(4)評 価 の観点 ①地球温暖化 の影響 と原因 の学習を通 して、地域温暖化 が国 際政治 の

最重 要課題 の一っで あ るとされてい る理 由を理解 できたか。② 「ビー トたけ し」 の挑発 を

克服 しよ うとい う議論 がで きたか。③現代 の地球社会で は、 すべての人 が現在及 び未来 の

環 境 に対 して重大 な責任 を負 うとす る環境責任論 を自 らの生 き方 の問題 として と らえ る こ

とがで きたか。

(5)指 導上 の留意点 科学的説 明に深入 りしない。授業構成 に際 し、起承転 結 の転 の部

分 に 「ビー トたけ し」の文が位置 付 けられ るよ う前半部 の説 明を コ ンパ ク トに行 う。

(6)参 考 文献 「地 球環境 問題 とは何か」米本 昇平 、岩波新 書 。 「地 球 環境 問題 の政治

経済学 」寺西俊一 、東陽経済新報 社。「地球温暖化 を防 ぐ」環境庁。NHKブ ックス。他
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2今 、水道 の水が危 な い

(1)教 材 として取 り上 げ た理 由 水道水 の問題 は大 きく分 けて二 つの側面か ら考察 で き

る。量的問題 と質的問題であ る。近年 河川 の汚染が水道水 に大 きな影 響を及ぼ してい る。

それは消毒 のための塩素投入量 の増加であ り、後 に述 べ る トリハ ロメタ ンの発生 であ る。

我 々が気付 かな いで いる(気 が付か ないが故 に恐 ろ しい)そ の危険性 にっ いての理解 を深

めさせ ることをね らい として、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 環境問題 の一環 として、水道水 にっ いて考察す る。身近 な ものを通

して この問題 を我 々の生活 と決 して無関係 ではない ことを理解 させ た い。本 時 は、 「土壌

汚 染」、「水質汚染」、「大気汚染 」の3時 間構成 の うち第2時 限 目に当た る。学習指導 要領

で は、「現代 社会」 の 「② 環境 と人間生活」の 「イ 環境保全 と倫理」 で扱 う。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

・ ア ン ケ ー ト調 ・この授 業 の前 に 「あ な た が 、今 、一 番 関 心 の ・生 徒の環境 問題

導
査の結果発表 あ る環境 問題 を一 っ取 り上 げ、それが、 どの よ に対する関心度を

うに した ら解決で きると思 うか述 べな さい」 と 探 り、 授 業 の き っ

い うア ンケ ー ト調 査 を 行 って お く。 か け にす る。

入
・売 れ る天然水 ・天然水が売れ る理 由を考 え る。(天 然 水 が売 ・実際 に天然 水 の

れ るのは 「お い しい水だか らで ある) 入 ったボ トル を教
10

・なぜ水道 の水 がまず いのか を考 え る。(塩 素 卓 の上 に置 く。
分

が入 って くる か らで あ る)

・塩素 の必要 性 ・水道水 は、病原 微生物 の感染力 をな くす ため ・東京都水道 局事

につ いて に、塩素 で消毒 されてい ることを知 る。 業概要か ら引用す

展 ・塩素量 は汚 染に比例 してい ることを知 る。 る 。

(増 加 す る塩素投 入量 の グラフを模造紙 に書 き

提示す る)

・ ト リ ハ ロ メ タ ・ トリハ ロ メ タ ンの 生 成過 程 につ い て確 認 す る。 ・ ト リ ハ ロ メ タ ン

ンの危険性 にっ (水 道 の原水 に含 まれ る腐 食物質 であ る フ ミン は、有機塩素 系 化

開 いて が、塩素 と反応 して生 じる。塩素投 入量 に比 例 合物の一種 。発 が

して ト リハ ロ メ タ ンの 量 も増 加 して い く) ん 性 が あ る。

・ ト リ ハ ロ メ タ ・塩素を使用 しないことは不可能であ ること、 ・ ト リ ハ ロ メ タ ン

ンの除去 河川の汚染を防 ぐことが重要であることを知 る。 の基準値は

30 0.1㎎ 〃

分 ・河川浄化 の状 ・隅田川 も以前 よ りはきれ いになった と言 われ ・例 え ば 、 ド ブ川

況 るが、身近 なところで その ような例 はないか発 の河川公園 へ の移

表 す る。 行 など
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ま ・我 々一 人 一 人 ・以 下 の こ とを確 認 す る。 ・下水道整 備 な ど

と の課題 ①食用油 や調理 くずを排水 として流 さない。 の行政側の対応 も

め ②合成洗剤 の使 用を少 な くす る。 不可欠 であ る。

10 ・一 人一人 の努 力が河川浄 化にっ なが ることに

分 気付 く。

(4)評 価 の観点 水質汚染の深刻 さを、身近 な もの と して と らえ ることがで きたか。

(5)指 導 上の留意点 ①理科的 な内容 に深入 りしな いように注意す る。②21世 紀 へ の課

題 と して、安心 して飲 める水を確保す ることの重要性 を理解 で きるよ うにす る。③森 林破

壊 に よる濾過機能の低下 に も気付かせ るよ うにす る。④ この事業の関連で下水道施設 を見

学 してみ るの も有意 義で ある。

⑥ 参考 文献 「地球 にや さ しい くらし方」上野景平 、講 談社 、「下 水道 革 命」 山 田國

廣、 藤原書店。

3世 紀 末思想 を乗 り越 えて～人間 と しての在 り方生 き方を問 う

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 「地球 の滅亡」「世界 の終 わ り」 と言 った、 か っ て は

突飛 もない 「お伽噺」 だ った ものが 、20世 紀の終末を迎かえ よ うとす る現在 、決 して 「お

伽 噺」で はな くな って い るとい うことの共通認識 を先ず もちたい。 「在 り方生 き方 」 教 育

にっ いて は、学習 した内容 が一過性 の 「知識」 または 「理解」 の段階 に留 まる ことな く、

生 徒 自身 の態度 や行動 の変化 を伴 った 「認識」 にまで深 め られ る必要が ある。そ うい う意

味 で今後 の公民科指導 において も、「未来認識 」「未来予測」 の能力 の育成 を重視 した い。

目先の利益 と楽観的未来論 に安住 してい る大人 たちに対 して、多 くの生徒 は、冒頭 にに述

べた よ うな 「地球 の滅亡」「世界の終わ り」をかな り深刻 に受 け止 めて い る。 それ が仮 に

深刻 で ないに して も、潜在的 な終末意識 は生徒 の行動 の様 々な場面 に影 を落 として いる。

そ う した不安 はやや もす ると厭世的 ・殺那的 な人生観 にっ なが る。大 きな力 の前 での個 人

の無 力 さや あき らめを 、子供 の うちか ら学習 して しま うことにな る。それを打破 しない こ

とに は21世 紀 の展望 は開 かれない。21世 紀 を開拓 し生 きて い くのは、今 の生 徒 た ちだ か ら

であ る。以上 のよ うな趣 旨で、本教材 を取 り上 げた。

② 本時 のね らい 未来社会 の展開 を予測す る こと(新 たな世界観 の構築)の 意義 を認

識 し、「限 りある人生を いか に生 きるか」 とい うことを真剣に考 え させ る。 そ して 、生 徒

自身 の多様 な考 え方 の中か ら、「絶望 ・あき らめ ・厭世観 ・刹那 主義 」 を乗 り越 え る前 向

きな 「在 り方生 き方」 を引 き出す きっかけ とす る。本時 は2時 間構成 の第2時 限 とす る。

第1時 限 では 「世界 は どうな る?」 「あなたな らどうす る?」 の テー マで作文 を書 く。 学

習指導要領 の中では、「倫理」の 「(2)現 代社会 と倫理」の 「イ 現代社会 を生 きる倫理 」

で 「幸福 と自己実現」 の項 目に関連 させて扱 う。

(3)展 開例
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学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導 同世代の仲間 ・あと3年 で地球の滅亡が明確 に予測 され る事態 ・前 時 に作文 した

入 の世界観 ・人 を想定 して 「世界 はど うな る?」 「あ なた は ど う 文章を分類 ・抜 粋

10 生観 につ いて す る?」 とい う2つ の テ ー マ で 自分 た ち が書 い た した プ リン ト(注)

分 文章 の抜粋 を読 む。 を配付す る。

展 共通 的 ・普 遍 ・抽 出された対照的 な文章(注)に ついて、バ ズ ・自由な討 議 を で

開 的な在 り方 ・ 学習法 で、 どの文章 に共感 、また は反発を覚 え る きる よ うに す る 。

生き方の検討 か、意見 や感想 を班 ごとにまとめ る。 ・教 師 の コ メ ン ト

30 ・各班 の発表後 に、個 々の生徒 に質問 ・賛同 ・反 は必要最小限 にす

分 論 の時間を取 る。 る 。

ま 自己の在 り方 「他の生徒の意見を聞 いて ど う思 ったか」 また ・この 感 想 文 に は

と 生き方の検討 「各班 の発表 を聞 いて 自分 の考 え方 が変 わ ったか 記 名 させ る。

め 変わか らないか」 など感想や意見 を書 く。

10

分

〈注〉生徒 の文章 をA「 自暴 自棄型」、B「 積極的行動型 」、C「 運命受容 型」 の3タ

イプに分類 し、それぞれの代表的な文章 を抜粋 して プ リン トを作 成 してお く。

(4)評 価 の観点

①班 ごとの討論 は深 まったか。班の結論を分か りやす い適切 な表現 で説 明で きたか。

②発表 を積極 的 に聞 き、受 け止 める ことがで きたか。

③発表 や質問 ・意 見の交換を通 して、 自分 自身 の 「在 り方生 き方」 にっ いて、深 く考 え る

ことがで きたか。

(5)指 導上 の留意 点

①教 師 は、全 体を通 して極力 口出 しを しない。 コメ ン トも 「押 しっ け」 にな らない よ うに

注意 す る。

②多数意見 が正 しいとは限 らない ことを事前 に確認 して お く。

③ クラス全体 の意見を統一 させ る ことを目的 としない ことも確認 してお く。

④ バ ズ学習 の中で は、生徒の仮面性 を容認 す る。 しか し、最後 の作文 で は正直 に書 か せ る

よ うにす る。
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高齢化社会対応人生設計表(35年)
年 組 番 氏名

65最 平均余命男16.31歳

女20.20歳(厚 生省簡易生命表平成3年)
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《65歳 以上人口比率》

資料NO.4

2.日 本 の高齢化 のピークは2045年

65歳 以上人工比率28.4%

「日本の将来推計人口」厚生省人 口問題研究所
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下記の記号を西暦軸に対応するよう記入 し、

その時 の年齢をそれぞれ記入 しな さい。

A:就 職

B:大 学 ・短大 ・専門学校進学

C:年 金加入

D:結 婚

E:第1子 誕生
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G:父 親定年(自 営業は60歳 でと仮定)

H:父 親65歳

1:母 親65歳
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結婚後、親 と同居す るか別居す るか。
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